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第 １ 章 
 《カンティクル》全５作品それぞれの成立について、作品ごとに節を設けて解説した。 




























































 鈴木准氏の課程博士学位演奏審査会（2009年７月７日第６ホール 18：30開演）で、Benjamin Britten
ベンジャミン・ブリテン作曲の《The CanticlesⅠ～Ⅴ》（氏の表記法に従えば《The Five Canticles》
の演奏）の全曲が演奏された。 
 『カンティクル第１番“My beloved is mine愛する人は私のもの”op.40』（Tenor+Piano） 
 『カンティクル第２番“Abraham and Isaacアブラハムとイサク”op.51』（Tenor+Countertenor+Piano） 
 『カンティクル第３番“Still falls the rainそれでも雨は降る”op.55』（Tenor+Horn+Piano） 
 『カンティクル第４番“Journey of the Magi東方の三博士の旅”op.86』 
 （Tenor+Countertenor+Baritone+Piano） 
 『カンティクル第５番“The death of Saint Narcissus聖ナルシサスの死”op.89』（Tenor+Harp） 
 
 以上のように各曲毎に異なる楽器編成のアンサンブルで、この５曲を全曲で取り上げる事はかなりの
困難を伴うことである。音楽的にも声楽技術的にも非常に難易度が高いだけでなく、テクストを解釈す
る高い語学力と洞察力が必要である。 
 鈴木准氏は上記の総てにおいて非常に高い水準でそれを達成したことは各審査員とも共通の認識とし
て所見を述べておられる。特筆すべきは、氏の声楽技術と音楽性の高さであるが、第２番における唯一
無二の神の存在を二人の歌手で同時に演奏するとき、或いは４番における三博士の三人の人格がやがて
一人の人格に融合するとき、「深い共鳴」によって「ホモフォニー」として表現する場合の氏のアンサン
ブル能力の素晴らしさも際立っている。共演者の演奏もまた鈴木准氏の意図を具体化する賞賛されるべ
きものであった。 
 心地よい音楽的充足を覚える博士学位審査での演奏に対して、４名の審査員が全員一致で合格の判定
とした。 
